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１ 熊本地震での車中泊の状況
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平成28年熊本地震に関する県民アンケート調査結果報告書

・車中泊等の実態把握が困難であり、
物資の支援や情報提供が不十分であっ
た。
・発災直後には、エコノミークラス症
候群の患者が集中的に発生し、中には
重篤な患者も発生した。
・施設が被災した場合、トイレの用意
ができず、近くの施設を案内しても、
敷地内で用を足す方がいるなど、対応
に苦慮した。

多数の車中泊者

１ 熊本地震での車中泊の状況
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（主な課題）
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２ 熊本地震での車中泊者への支援状況

・グランメッセ熊本（産業展示場）では、
駐車場が満杯（2,200台）となり、国等が
手配した仮設トイレの設置、自衛隊や他県
の給水車等の設置の対応を行った。

・物資配布テントを設置し、車中泊避難
者等の避難所外避難者へ物資の配布等を
行った。
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２ 熊本地震での車中泊者への支援状況

・保健師等の巡回によりエコノミークラス
症候群予防啓発チラシを配布した。
・弾性ストッキングを配布した。
・報道機関と連携して、啓発を実施した。



３ 車中泊の課題の対する方向性等

・車中泊等の避難所外避難者を集約する場所の指
定（指定避難所の敷地内、大型商業施設等との利
用協定等）

・ＮＰＯ、ボランティア、地域の自主防災組織等
と連携した被災者の把握体制、物資の提供体制の
整備

・インターネット、ラジオなど様々な方法による
情報提供

・エコノミークラス症候群の平時及び発災直後の
啓発
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